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は
「
こ
の
式
は
落
成
を
迎
え

た
恵
み
を
感
謝
し
、
キ
リ
ス

ト
に
倣
っ
て
歩
む
こ
と
を
誓

う
式
で
す
」
と
参
加
者
を
祈

り
に
招
い
た
。
式
中
、
同
司

教
は
、
救
命
の
た
め
に
土
俵

に
上
が
っ
た
女
性
に
関
す
る

ニ
ュ
ー
ス
を
取
り
上
げ
、「
法

や
規
則
の
中
心
は
人
の
命
を

守
る
こ
と
。
キ
リ
ス
ト
は
率

先
し
て
、
社
会
か
ら
排
除
さ

れ
て
い
る
人
々
と
交
わ
り
、

い
つ
く
し
み
の
模
範
を
示
し

た
。
こ
の
司
牧
セ
ン
タ
ー
の

働
き
が
、
キ
リ
ス
ト
の
精
神
が
実

践
さ
れ
る
発
信
基
地
、
前
線
と
な

る
よ
う
に
祈
り
ま
し
ょ
う
」
と

語
っ
た
。

　
聖
書
の
言
葉
を
聴
き
、
共
同
祈

願
を
捧
げ
た
後
、
各
部
屋
が
聖
水

５月の意向
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教
皇
様
の
意
向
の
た
め
に
祈
り
ま
し
ょ
う

　「
聖
な
る
も
の
と
な
っ
て
く

だ
さ
い
。」
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
は
、
現
代
世
界
に
お
け
る
聖

性
へ
の
招
き
に
関
す
る
使
徒
的

勧
告
『
ガ
ウ
デ
ー
テ
・
エ
ト
・

エ
ク
ス
ル
タ
ー
テ
』
を
発
表
す

る
と
と
も

に
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
こ
う

呼
び
か
け

た
。
結
婚
し

て
い
れ
ば
結

婚
生
活
で
、

親
・
祖
父
母

で
あ
れ
ば

子
ど
も
た
ち
を
養
育
す
る
な
か

で
、
労
働
者
で
あ
れ
ば
誠
実
さ

と
技
能
を
も
っ
て
人
々
の
為
に

働
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
、

権
威
あ
る
立
場
に
あ
れ
ば
共
通

善
の
た
め
に
働
く
こ
と
に
よ
っ

て
、「
聖
な
る
も
の
と
な
っ
て

の
器
に
、
キ
リ
ス
ト
の
命
が
息

づ
く
こ
と
を
受
諾
し
、
命
の
泉

を
溢
れ
る
ま
ま
に
さ
せ
る
。
そ

の
時
、
社
会
や
教
会
の
諸
問
題

に
対
し
、「
創
造
性
を
発
揮
し

て
立
ち
向
か
い
、
固
有
の
使
命

を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

よ
う
に
思
う
。（
参
照:

教
皇

の
５
月
の
祈
り
の
意
向
「
信
徒

の
使
命
」）

　
犬
養
氏
は
同
書
の
あ
と
が
き

に
、
自
身
の
召
命
と
使
命
に
つ

い
て
コ
ン
ガ
ー
ル
と
交
わ
し
た

会
話
を
記
し
て
い
る
。
な
ぜ
こ

の
よ
う
な
書
を
自
分
が
、
と
戸

惑
い
自
問
す
る
犬
養
氏
に
、
コ

ン
ガ
ー
ル
は
語
っ
た
。「
神
は
、

塵ち
り

か
ら
さ
え
も
預
言
者
を
呼

び
出
し
、
立
た
せ
ら
れ
る
。
勇

気
を
出
し
な
さ
い
。
応
え
な
さ

い
。」

笹
丘
教
会
　
平
尾
千
衣
子

く
だ
さ
い
」
と
。

　
こ
の
聖
性
へ
の
招
き
は
、
信
徒

の
召
命
と
使
命
を
考
え
る
上
で
、

重
要
な
要
素
と
な
る
。

　
犬
養
道
子
著
の
『
生
け
る
石
・

信
徒
神
学
』
の
序
文
で
イ
ヴ
・
Ｍ
・

コ
ン
ガ
ー
ル
は
「
こ
の
世
の
、
諸

機
構
と
一
切
の
活
動
の
中
で
、
キ

リ
ス
ト
を
生
き
ぬ
く
者
と
い
う
、

信
徒
の
特
性
に
、
わ
れ
わ
れ
は
眼

を
つ
ぶ
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
」
と

述
べ
る
。「
キ
リ
ス
ト
を
生
き
ぬ
く
」

と
は
、
キ
リ
ス
ト
の
教
え
を
守
っ

て
生
き
る
、
と
い
う
こ
と
と
は
少

し
異
な
る
よ
う
に
思
う
。「
キ
リ

ス
ト
を
生
き
ぬ
く
」
と
は
、
キ
リ

ス
ト
の
命
を
私
の
肉
の
器
に
受
肉

さ
せ
る
よ
う
な
生
き
方
だ
と
考
え

る
。
女
性
で
あ
り
、
日
本
人
で
あ

り
、
社
会
人
で
あ
り
、
傷
つ
き
や

す
く
も
明
朗
な
一
面
を
も
つ
、
そ

し
て
罪
人
で
あ
る
、
こ
の
私
の
肉

Dare to Live

キリストを生きぬく

【
福
音
宣
教
】
信
徒
の
使
命

【
日
本
の
教
会
】
子
ど
も
の
貧
困
の
解
消

　

４
月
７
日
（
土
）、
福
岡
市
博
多
区
美
野
島
に
再
建
築
さ
れ
た
「
美
野

島
司
牧
セ
ン
タ
ー
」（
セ
ン
タ
ー
長
＝
マ
ル
セ
ル
・
コ
ー
ス
神
父
〈
パ
リ

外
国
宣
教
会
〉）
の
落
成
祝
福
式
が
福
岡
教
区
長
宮
原
良
治
司
教
司
式
で

執
り
行
わ
れ
た
。
美
野
島
司
牧
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
活
動
す
る
団
体
の

関
係
者
、
近
隣
の
教
会
の
信
者
、
工
事
関
係
者
ら
約
50
人
が
参
加
し
た
。

新
築
祝
賀
式
は
５
月
13
日
（
日
）、
午
前
11
時
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
る
。 人

の
命
を
ま
も
る
前
線
基
地
の
教
会

美
野
島
司
牧
セ
ン
タ
ー
　
落
成
祝
福
式

センターにて炊き出しの昼食を食べる人々

宮
原
司
教　

福
岡
教
区
長
着
座
10
周
年

神
の
現
存
を
あ
ら
わ
す
神
殿

カテドラル献堂記念日にミサを捧げる
宮原司教（左）。左上が宮原司教の司教紋章。

復
活
徹
夜
祭
に
教

区
内
で
74
人
受
洗

と
会
衆
を
招
い
た
。

　
今
月
の
５
月
18
日
（
金
）、
宮

原
司
教
が
福
岡
教
区
長
に
着
座
し

て
10
年
を
迎
え
る
。
司
教
紋
章

に
記
さ
れ
た
「A

D
V

E
N

IA
T

 

R
E

G
N

U
M

 T
U

U
M

」（「

神

よ
、
あ
な
た
の
御
国
が
来
ま
す
よ

う
に
」
の
意
）。
キ
リ
ス
ト
ご
自

身
が
も
た
ら
し
、
ま
た
そ
の
到
来

を
祈
る
よ
う
に
勧
め
た
神
の
御
国

が
、
福
岡
教
区
で
も
大
き
く
広

が
る
こ
と
を
願
う
祈
り
で
あ
り
、

モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
。

式
で
捧
げ
ら
れ
た
。

　
ミ
サ
の
聖
書
朗
読
は
「
神
殿
」

に
ま
つ
わ
る
も
の
（
第
１
朗
読
＝

エ
ゼ
キ
エ
ル
書
47
章
１
～
２
、
８

～
９
、
12
節
、
第
２
朗
読
＝
コ
リ

ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
一
３
章
9c

～
11
、
16
～
17
節
、
福
音
朗
読
＝

ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
２
章
13
～

22
節
）
が
朗
読
さ
れ
た
。

　
説
教
で
宮
原
司
教
は
、
神
殿
の

歴
史
を
紐
解
き
、
神
の
現
存
を
あ

ら
わ
す
神
殿
の
役
割
を
確
認
。
福

岡
教
区
の
カ
テ
ド
ラ
ル
も
神
の
愛

を
見
え
る
形
で
表
す
場
と
な
る
こ

と
を
望
む
と
語
っ
た
。
ま
た
、
司

教
と
司
祭
団
の
協
力
の
も
と
、
神

の
民
が
教
区
目
標
「
神
の
い
つ
く

し
み
を
さ
ら
に
生
き
、広
め
よ
う
」

を
実
践
で
き
る
よ
う
、
ペ
ト
ロ
の

取
次
ぎ
を
求
め
、祈
り
ま
し
ょ
う
、

　
４
月
13
日
（
金
）、
カ
テ
ド
ラ

ル
大
名
町
教
会
で
福
岡
教
区
司
教

座
教
会
（
カ
テ
ド
ラ
ル
）
献
堂
記

念
日
の
ミ
サ
が
宮
原
良
治
司
教
主

　
３
月
31
日
（
土
）、
カ
テ
ド
ラ

ル
大
名
町
教
会
で
は
宮
原
良
治
司

教
主
式
で
復
活
徹
夜
祭
の
ミ
サ
が

捧
げ
ら
れ
た
。

　
説
教
で
宮
原
司
教
は
「
救
い
主

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
真
に
復
活

し
た
」
と
力
強
く
述
べ
、
洗
礼
を

通
し
て
復
活
の
命
に
あ
ず
か
る
喜

び
、
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
の
光
を
周

囲
に
証
し
し
て
い
く
教
会
共
同
体

の
営
み
に
つ
い
て
説
い
た
。

　
新
し
く
洗
礼
を
受
け
た
人
と
共

に
、
全
て
の
信
者
が
復
活
の
ろ
う

そ
く
か
ら
光
を
受
け
、
洗
礼
の
約

束
の
更
新
を
行
っ
た
。

　
福
岡
教
区
内
で
復
活
徹
夜
祭
と

復
活
の
主
日
に
洗
礼
を
受
け
た
人

は
74
人（
内
、幼
児
洗
礼
が
17
人
）。

　
落
成
祝
福
式
は
１
階
の
聖
堂
で

行
わ
れ
た
。
聖
堂
は
集
会
室
に
も

な
る
作
り
と
な
っ
て
お
り
、
普
段

は
炊
き
出
し
な
ど
の
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　
祝
福
式
の
導
入
で
、
宮
原
司
教

2018 年 4 月に落成した美野島司牧センター

に
よ
っ
て
祝
福
さ
れ
た
。

　
セ
ン
タ
ー
長
の
コ
ー
ス
神
父

は
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
言
葉

「
教
会
は
周
辺
に
向
か
い
、
大
き

く
扉
を
開
い
て
、
野
戦
病
院
の
よ

う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

を
引
用
し
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
精

神
で
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と

語
る
。
ま
た
、
教
派
や
宗
派
を
超

え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
を
持
ち
つ
つ
も
、「
小
さ
な

人
た
ち
を
愛
し
、共
に
歩
み
た
い
」

と
の
同
じ
志
で
活
動
が
続
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
も
触
れ
た
。
ま
た

コ
ー
ス
神
父
は
「
こ
の
セ
ン
タ
ー

は
福
祉
事
業
を
し
て
い
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
教
会
の
姿

な
の
で
す
」
と
強
調
す
る
。

　
美
野
島
司
牧
セ
ン
タ
ー
は
旧
美

野
島
教
会
と
幼
稚
園
の
建
物
を
利

用
し
１
９
９
４
年
に
開
設
。
移
住

労
働
者
、
外
国
人
、
薬
物
依
存
症

者
、
路
上
生
活
者
ら
の
支
援
活
動

を
行
っ
て
き
た
。
延
べ
50
万
人
以

上
が
利
用
し
て
き
た
。
数
年
前
よ

り
建
物
の
老
朽
化
が
問
題
と
な
っ

て
い
た
。２
年
前
の
熊
本
地
震
後
、

特
に
危
険
な
状
態
と
な
り
、解
体
、

再
建
築
が
決
定
さ
れ
た
。
福
岡
教

区
の
福
音
宣
教
の
一
つ
の
拠
点
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
再
建
築
さ
れ
た
セ
ン
タ
ー
は
２

棟
の
建
物
か
ら
な
り
、
聖
堂
兼
集

会
所
、
活
動
団
体
の
事
務
所
、
宿

泊
所
、
台
所
な
ど
が
備
え
ら
れ
て

い
る
。
建
替
え
中
は
近
隣
の
公
園

で
行
わ
れ
て
い
た
炊
き
出
し
も
、

セ
ン
タ
ー
で
再
開
。
屋
根
の
あ
る

場
所
で
、
温
か
い
汁
物
が
添
え
ら

れ
た
食
事
に
人
々
が
集
う
。

　
福
岡
教
区
は
引
き
続
き
、
建
築

募
金
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
◆
募

金
先
　
郵
便
振
替
０
１
７
６
０-

６-

２
０
７
２
９
　
加
入
者
名
＝

カ
ト
リ
ッ
ク
福
岡
司
教
区
　
※
通

信
欄
に
「
美
野
島
司
牧
セ
ン
タ
ー

建
設
募
金
」
と
明
記
く
だ
さ
い
。

浄水通教会のステンドグラス

復活徹夜祭でろうそくを手に、
洗礼の約束の更新をする会衆

　
一
人
の
先
生
が
園
庭
の
掃
除
を

す
る
た
め
に
倉
庫
か
ら
ほ
う
き
を

取
り
出
し
、掃
き
だ
し
た
。
突
然
、

カ
ラ
ス
が
鳴
き
、
先
生
の
背
後
を

襲
っ
た
。
恐
怖
に
お
の
の
い
た
先

生
は
ば
っ
た
り
倒
れ
て
し
ま
っ

た
。
も
う
一
人
は
自
分
の
ほ
う
き

で
カ
ラ
ス
に
立
ち
向
か
い
、
追
い

払
っ
た
。
二
人
が
少
し
離
れ
た
所

か
ら
カ
ラ
ス
の
動
き
を
見
て
い
る

と
、
先
程
の
カ
ラ
ス
が
倉
庫
の
上

か
ら
頭
を
上
下
に
振
り
な
が
ら
何

か
を
促
し
て
い
た
。
そ
の
先
を
見

る
と
、
何
と
、
ひ
な
が
地
上
を
歩

く
練
習
を
し
て
い
た
の
だ
。
親
鳥

は
「
頑
張
れ
！
頑
張
れ
！
」
と
言

わ
ん
ば
か
り
に
首
を
振
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
の
時
に
二
人
は
気

づ
い
た
。「
親
鳥
は
ひ
な
を
守
る

た
め
に
、
命
が
け
で
人
を
攻
撃
し

た
の
だ
」
と
▼
子
孫
を
作
り
、
守

る
と
い
う
種
の
保
存
は
生
き
物
の

本
能
か
ら
く
る
の
で
あ
ろ
う
が
、

親
が
子
を
大
切
に
す
る
姿
に
は
感

動
を
覚
え
る
。
ま
さ
に
、
命
の
大

切
さ
を
教
え
て
く
れ
る
の
だ
。
生

き
物
の
世
界
を
描
く
映
像
か
ら
も

よ
く
伺
え
、
く
ぎ
付
け
に
な
っ
て

し
ま
う
▼
人
の
世
界
で
は
い
か
が

な
も
の
か
。
も
ち
ろ
ん
、
青
春
の

す
べ
て
を
か
け
て
我
が
子
を
い
つ

く
し
む
親
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
中

に
は
、
何
ら
か
の
理
由
を
付
け
ら

れ
、
お
腹
の
子
が
抹
殺
さ
れ
る
。

生
き
よ
う
と
す
る
赤
ち
ゃ
ん
が
置

き
去
り
に
さ
れ
る
な
ど
、
愛
の
温

か
さ
を
逸
し
て
し
ま
う
場
面
を
見

聞
き
す
る
▼
親
に
な
っ
た
ら
、
今

ま
で
生
き
て
来
ら
れ
た
の
は
親
や

関
わ
っ
て
く
れ
た
人
達
の
お
陰
、

支
え
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
神
の
お

陰
で
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
、
我
が

子
に
も
そ
れ
を
伝
え
て
い
く
こ
と

が
大
事
▼
今
日
の
一
日
、
神
の
似

姿
と
し
て
の
自
分
の
振
舞
い
を
振

り
返
る
こ
と
は
相
応
し
く
、
正
し

い
こ
と
。
全
て
を
創
り
、
全
て
に

生
き
る
力
を
与
え
、
全
て
を
知
っ

て
お
ら
れ
る
神
に
聴
こ
う
。（
S
）

「教会の母聖マリア」の記念日制定

世界広報の日（献金日）5月 6日

５
月
20
日 

聖
霊
降
臨
の
主
日

「あ
な
た
が
た
に
平
和
が
あ
る
よ
う
に
。

父
が
わ
た
し
を
お
遣
わ
し
に
な
っ
た
よ

う
に
、
わ
た
し
も
あ
な
た
が
た
を
遣
わ

す
。
」
（ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
20
章
21
節
）

「すべての人の父である神よ、きょう祝う聖霊降臨の
神秘によって、あなたは諸国の民を一つの聖なる教会
に集めてくださいます。聖霊を世界にあまねく注いで
ください。教会の誕生に当たって行われた宣教の働き
が、今も信じる民を通して続けられ、豊かな実りをも
たらしますように。」（聖霊降臨の主日・集会祈願より）

　教皇庁典礼秘跡省は、本年 2 月 11 日（ルルド
の聖母出現 160 周年）付の「教令」をもって、
一般ローマ暦の聖霊降臨の主日後の月曜日に「教
会の母聖マリア」という義務の記念日を記載す
ることを定め、この記念日のミサと教会の祈り
で使う式文も発表しました。この記念日は、本
年は 5月 21 日（月）に祝われます。
　去る 4 月 5 日の日本カトリック司教協議会常
任司教委員会で承認された典礼式文は、カトリッ
ク中央協議会ホームページからダウンロードす
ることができます。（中央協議会ホームページより）

　福音宣教はわたしたちの使命です。「世界広報
の日」は、この福音宣教の分野の中でもとくに
新聞、雑誌、テレビ、ラジオ、映画、インター
ネットなどの広報媒体を用いて行う宣教につい
て、教会全体で考え、反省し、祈り、献金をさ
さげる日です。（「カトリック教会情報ハンドブック 2018」より）

　小教区で集められた献金は、教区本部事務局
に送られ、その 50％が日本の教会全体の広報活
動に、残りの 50％が教区の広報活動のために用
いられます。皆さまの献金によるご支援をお願
いいたします。　　　　　（4面に関連項目あり）
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　３月 30 日（金）、大名町教会会議室で福岡教区立
幼稚園辞令交付式と新任研修会が行われた。始めに、
宗教法人カトリック福岡司教区幼稚園の理事長であ
る宮原良治司教による「みことばの祭儀」があった。
続いて辞令交付式があり、新任 10 人と新園長・新副
園長６人が司教より辞令を手渡された。新任教諭の代表者は、「カトリック幼稚園で働けること
を誇りに思います。キリスト教の精神を培い、子ども達の成長に寄与して参ります」と力強く
誓いの言葉を述べた。
　次に、宮原司教による講話があった。題は「キリスト教精神で働く人の心構え」。司教は、「神
の愛を伝えることが教職員の一つの任務である。教職員は幼児一人ひとりの持つ人格を尊重し、
神に近づけるよう支えてもらいたい。また、幼児期は人格性形成上、土台とするための大切な時。
奉仕者として相応しく関わっていくように」と諭した。昼食を挟んで第２講話は水巻聖母幼稚
園から４人の教諭が受け持った。桑田麻衣子副園長は幼児教育に携わることの重要性と責務を
述べ、「経験を積むこと。園の仕事を楽しみながら、よりよい環境作りに力を注ぐようにすること。
明るく元気に振舞うこと」などを語った。最後は、教区事務局主管の青木悟神父が「宗教法人
の就業規則」を説明して締めくくった。

カ ト リ ッ ク の ご 葬 儀

木 下 株 式 会 社
T E L 092−526−5656
〒810-0016
福岡市中央区平和３丁目1-5

カトリック御受難修道会・福岡黙想の家

ヴィノ デ ミサ

ご用命　お問い合せは

スイートタイプ （赤）（白）

〒815-0082　福岡市南区大楠2丁目4番8号

互助会制度もご利用できます。

811-4155  宗像市名残1056-1　Tel 0940-32-3222（9:30～16:30）
Fax 0940-32-3385　E-メール　f-mokuso@fmokusou.com

◆黙想会の申込締切は開催の一週間前まで　
◆詳細はお問合せください

【月例黙想会】

期　日：①5月12日（土）17時～13日（日）15時
　　　　②6月   9日（土）17時～10日（日）15時
指導者：染野治雄 神父（御受難修道会）
費　用：８，７００円（税込 ・ 指導料含む）

【奉献生活者のための黙想会】

①5月19日（土）夕～26日（土）朝
②6月23日（土）夕～30日（土）朝
③7月21日（土）夕～28日（土）朝
指導：①②来住英俊神父　③染野治雄神父
費用：５６，０００円

訃
　
報

　
４
月
６
日
に
帰
天
。
享
年
64
。

　
マ
リ
ア
グ
ラ
ツ
ィ
ア 

兼
松

　
益
子 

修
道
女

(

コ
ン
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
・
ド
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
）

「
信
仰
の
神
秘
」

秘
跡
に
つ
い
て
③

　
私
は
ミ
サ
の
中
心
部
分
で
あ
る

聖
体
祭
儀
（
聖
変
化
）
が
終
り
、

神
父
様
の
「
信
仰
の
神
秘
」
と
い

う
言
葉
を
聞
く
度
に
不
思
議
な
感

動
を
覚
え
ま
す
。
以
前
、
ラ
テ
ン

語
で
捧
げ
ら
れ
る
ミ
サ
に
与
っ
て

い
た
頃
は
耳
に
し
な
か
っ
た
言
葉

だ
と
思
い
ま
す
が
、聖
体
祭
儀（
聖

変
化
）
を
締
め
く
く
る
ふ
さ
わ
し

い
表
現
だ
な
、
と
つ
く
づ
く
思
い

ま
す
。
三
位
一
体
な
る
神
、
受
肉

（
托
身
）
の
教
義
も
信
仰
に
よ
っ

て
の
み
近
づ
く
こ
と
の
で
き
る
真

理
で
す
が
、
聖
体
の
秘
跡
は
手
で

触
れ
、
舌
で
味
わ
え
る
ほ
ど
身
近

で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
真
理
に
近

づ
こ
う
と
す
る
と
、
文
字
通
り
そ

の
輝
き
に
目
が
く
ら
み
、
打
ち
倒

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
こ
そ

「
信
仰
の
神
秘
」
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
カ

テ
キ
ズ
ム
』
が
「
キ
リ
ス
ト
信

者
の
全
生
命
の
泉
で
あ
り
頂
点
」

（
一
三
二
四
）
で
あ
る
と
強
調
し

て
い
る
聖
体
の
秘
跡
に
つ
い
て
解

説
す
る
資
格
な
ど
全
く
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
哲
学
を
学
ん
だ
お

か
げ
で
、
私
た
ち
の
目
の
前
で
ひ

そ
や
か
な
仕
方
で
行
わ
れ
る
こ
の

秘
跡
が
、
実
は
、「
在
れ
」
と
い

う
言

こ
と
ば
に
よ
っ
て
万
物
を
無
か
ら
呼

び
出
し
た
創
造
の
業
に
も
比
す
べ

き
超
自
然
的
な
出
来
事
で
あ
る
こ

と
を
信
仰
に
よ
っ
て
肯
定
す
る
の

で
な
け
れ
ば
、
こ
の
秘
跡
に
つ
い

て
何
も
知
っ
て
い
る
こ
と
に
は
な

ら
な
い
、
と
い
う
確
信
は
持
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス

の
『
神
学
大
全
』
第
三
部
「
キ
リ

ス
ト
・
秘
跡
論
」
を
訳
し
た
お
か

げ
で
、
こ
の
秘
跡
に
お
い
て
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
よ
う
に

驚
嘆
す
べ
き
不
思
議
な
変
化
で
あ

る
こ
と
を
信
仰
の
光
に
よ
っ
て

悟
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
秘
跡
が

「
愛

カ
リ
タ
スの
秘
跡
」
で
あ
る
こ
と
を
信

仰
に
よ
っ
て
受
け
止
め
る
の
で
な

け
れ
ば
、
こ
の
秘
跡
の
真
実
に
触

れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
、
と
い

う
信
仰
の
神
秘
が
心
に
刻
み
つ
け

ら
れ
ま
し
た
。「
愛

カ
リ
タ
スの
秘
跡
」
と

呼
ば
れ
る
の
は
、
他
の
秘
跡
で
は

目
に
見
え
る
徴
を
通
じ
て
キ
リ
ス

ト
自
身
が
秘
跡
を
受
け
る
者
の
霊

魂
に
内
的
に
触
れ
、
聖
化
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
が
、
聖
体
の
秘
跡
に

お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
内
的
な

働
き
か
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
キ
リ

ス
ト
が
（
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
と
い

う
目
に
見
え
る
形
態
に
よ
っ
て
）

文
字
通
り
、
自
分
自
身
を
お
与
え

に
な
る
か
ら
で
す
。
キ
リ
ス
ト

は
「
友
の
た
め
に
命
を
捨
て
る
―

自
分
自
身
を
与
え
る
―
こ
れ
に
ま

さ
る
大
き
な
愛
は
な
い
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
聖
体
の
秘
跡
で
は

ま
さ
に
そ
の
通
り
の
こ
と
を
行
っ

て
お
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
に
み
ず
か
ら
を
惜
し
み
な
く
与

え
尽
く
す
キ
リ
ス
ト
の
愛
―
神

は
愛

カ
リ
タ
ス
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
そ
の

愛カ
リ
タ
ス―
に
触
れ
る
こ
と
が
聖
体
の

秘
跡
の
理
解
に
お
い
て
最
も
大
事

な
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
聖
体
の
神
学
の

中
心
の
問
題
と
さ
れ
て
き
た
、

パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
の
全
実
体

（to
ta

 su
b
sta

n
tia

）
が
キ
リ

ス
ト
の
御
体
と
御
血
の
全
実
体

に
変
化
す
る
「
全
実
体
変
化
」

（tra
n
ssu

b
sta

n
tia

tio

）
に
触

れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
確
か

に
聖
体
の
神
秘
の
神
学
的
探
究
、

そ
の
た
め
に
不
可
欠
な
形
而
上
学

的
研
究
は
世
の
終
わ
り
ま
で
続
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

そ
の
よ
う
な
神
学
的
探
究
の
出
発

点
は
「
信
仰
の
み
に
よ
っ
て
」
こ

の
「
信
仰
の
神
秘
」
の
真
理
を
肯

定
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
そ
の
信
仰
は
聖
体

の
秘
跡
を
真
実
に
「
愛

カ
リ
タ
スの
秘
跡
」

と
受
け
止
め
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ

る
と
言
い
た
い
の
で
す
。

古
賀
教
会
信
徒
　
稲
垣
良
典

教区立幼稚園辞令交付式と新任研修会

新しい一歩

「
教
区
の
日
」報
告
書
よ
り
①　

福
岡
地
区

　
毎
年
４
月
８
日
、
釈
迦
の
誕
生

を
祝
う
灌
仏
会
（
か
ん
ぶ
つ
え
／

花
ま
つ
り
）
に
教
皇
庁
諸
宗
教
対

話
評
議
会
は
日
本
の
仏
教
徒
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
し
て
い
る
。 

　
今
年
は
「
天
然
資
源
の
危
機
に

直
面
し
て
―
節
制
と
分
か
ち
合
い

に
基
づ
く
生
活
に
向
け
て
協
力
す

る
仏
教
徒
と
キ
リ
ス
ト
者
」
と
題

し
、
現
代
社
会
の
正
義
と
平
和
の

問
題
に
対
し
、「
節
制
を
重
視
す

る
生
活
様
式
と
、
愛
と
共
感
の
も

と
に
分
か
ち
合
う
姿
勢
を
促
す
」

宗
教
の
役
割
を
共
に
果
た
し
た
い

と
述
べ
る
。（
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
全

文
は
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
仏
教
関
係

者
に
届
け
る
た
め
、
宮
原
良
治
司

教
は
４
月
３
日
、
臨
済
宗
妙
心
寺

派
の
聖
福
寺
（
福
岡
市
博
多
区
）

を
訪
問
。
福
岡
市
仏
教
会
会
長
の

細
川
白
峰
住
職
と
２
人
の
住
職
が

宮
原
司
教
を
迎
え
、
日
本
人
の
宗

教
観
等
に
つ
い
て
話
を
交
し
た
。

　「
教
区
の
日
２
０
１
７
」
の
ミ

サ
の
中
で
奉
納
さ
れ
た
「
小
教
区

信
仰
活
動
報
告
書
」。
各
地
区
１

つ
の
教
会
の
報
告
を
要
約
し
て
紹

介
し
て
い
き
た
い
。
今
回
は
福
岡

地
区
、
吉
塚
小
教
区
の
巡
回
教
会

で
あ
る
南
粕
屋
教
会
の
取
組
み
。

　
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆

　
南
粕
屋
教
会
は
福
岡
県
糟
屋
郡

志
免
町
に
位
置
す
る
巡
回
教
会
。

70
世
帯
１
７
９
人
が
信
徒
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
信
徒
の
高
齢
化
、
壮
年
層
・
青

年
層
の
教
会
離
れ
、
外
国
人
信
徒

の
増
加
へ
の
対
応
が
課
題
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
教
区
目
標
「
い
つ
く
し
み
か
ら

踏
み
出
す
第
一
歩
」
に
沿
っ
て
、

３
つ
の
目
標
を
設
定
。
①
ミ
サ
聖

祭
、
ゆ
る
し
の
秘
跡
、
病
者
の
塗

油
を
通
し
て
い
つ
く
し
み
を
記
念

し
体
験
し
、
実
現
す
る
よ
う
に
。

②
聖
書
を
通
し
て
具
体
的
に
い
つ

く
し
み
に
出
会
い
、
触
れ
、
身
近

な
も
の
に
す
る
よ
う
に
。
③
助
け

を
必
要
と
し
て
い
る
人
々
に
寄
り

添
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
つ
く
し

み
を
豊
か
に
体
験
し
続
け
る
よ
う

に
。
こ
れ
ら
の
目
標
を
軸
に
、
病

者
訪
問
、
家
庭
訪
問
、
勉
強
会
、

地
区
懇
談
会
、
青
年
部
復
活
な
ど

の
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

諸
宗
教
対
話
部
門　

寺
院
表
敬
訪
問

節
制
と
分
か
ち
合
い
に
基
づ
く
生
活

細川住職（左）にメッセージを渡す宮原司教（右）

南
粕
屋
教
会　

い
つ
く
し
み
の
体
験

教会名
在籍信徒数

不明 死亡
洗礼 ミサ参加者数

男 女 合計 幼児 成人 主日 復活祭 降誕祭

1 糸　島 205 242 447 41 1 1 1 115 226 270

2 大　楠 150 215 365 38 3 0 2 95 160 250

3 古　賀 426 533 959 137 5 8 4 232 361 471

4 笹　丘 328 481 809 7 13 6 9 230 300 450

5 浄水通 237 366 603 129 1 4 9 140 230 400

6 大名町 651 1,057 1,708 400 20 6 4 500 1,000 1,800

7 高　宮 246 353 599 71 2 4 11 130 250 250

8 茶　山 149 179 328 0 6 0 0 93 185 178

9 西　新 528 784 1,312 0 8 3 1 300 350 550

10 箱　崎 147 183 330 10 6 4 9 120 200 220

11 光　丘 494 593 1,087 297 6 2 0 220 450 550

12 吉　塚 215 299 514 75 3 9 2 150 280 260

13 老　司 186 218 404 35 5 0 2 70 150 200

福岡地区計 3,962 5,503 9,465 1,240 79 47 54 2,395 4,142 5,849

14 今　村 392 512 904 0 18 1 1 350 500 505

15 大牟田 144 240 384 31 2 0 3 80 140 190

16 小　郡 178 276 454 0 4 5 3 150 250 250

17 久留米 521 712 1,233 104 15 4 10 360 370 630

18 二日市 228 314 542 47 5 3 1 200 300 450

19 本　郷 288 355 643 0 11 1 0 110 300 270

筑後地区計 1,751 2,409 4,160 182 55 14 18 1,250 1,860 2,295

20 飯　塚 131 159 290 0 2 1 6 70 100 100

21 黒　崎 362 509 871 121 10 0 2 210 350 400

22 小　倉 1,007 1,447 2,454 519 19 2 2 300 400 750

23 新田原 723 802 1,525 136 24 2 2 430 621 583

24 田　川 36 60 96 29 0 0 0 25 40 65

25 天神町 75 133 208 23 7 0 0 75 100 160

26 戸　畑 180 263 443 0 3 0 2 115 180 285

27 直　方 107 92 199 23 2 3 0 65 70 80

28 水　巻 332 412 744 114 7 2 1 119 261 263

29 門　司 135 211 346 129 5 0 1 85 110 120

30 湯　川 519 609 1,128 158 20 2 2 160 320 470

31 行　橋 412 454 866 49 7 6 2 230 300 400

32 若　松 103 157 260 0 1 1 0 70 140 200

北九州地区計 4,122 5,308 9,430 1,301 107 19 20 1,954 2,992 3,876

福岡県合計 9,835 13,220 23,055 2,723 241 80 92 5,599 8,994 12,020

1 伊万里 128 163 291 62 1 1 0 80 150 180

2 鹿　島 27 28 55 0 0 0 1 20 30 50

3 唐　津 184 200 384 68 2 0 1 50 100 200

4 佐　賀 265 419 684 100 8 1 6 120 230 350

5 多　久 56 68 124 0 0 0 0 15 30 0

6 武　雄 28 38 66 0 0 0 0 20 24 75

7 鳥　栖 148 223 371 0 1 0 0 80 160 250

8 馬渡島 79 79 158 61 3 0 0 80 100 110

9 呼　子 209 210 419 0 3 1 0 90 100 150

佐賀県合計 1,124 1,428 2,552 291 18 3 8 555 924 1,365

1 荒　尾 35 74 109 13 1 0 0 30 40 72

2 大　江 102 179 281 0 5 1 1 55 140 145

3 帯　山 111 134 245 38 1 0 3 110 130 170

4 菊　池 52 79 131 0 2 4 4 50 65 115

5 健　軍 84 153 237 136 7 0 2 65 90 90

6 崎　津 80 101 181 10 1 0 1 30 70 85

7 島　崎 120 194 314 0 6 2 0 100 140 210

8 玉　名 52 62 114 0 0 0 1 30 50 90

9 手　取 357 639 996 8 33 6 27 250 380 430

10 人　吉 64 95 159 0 3 0 0 60 120 150

11 本　渡 37 69 106 56 2 0 2 20 30 40

12 水　俣 31 45 76 0 2 0 0 20 30 40

13 武蔵ヶ丘 145 253 398 15 10 3 3 200 200 290

14 八　代 41 80 121 8 8 1 1 70 100 200

熊本県合計 1,311 2,157 3,468 276 81 17 45 1,090 1,585 2,127

教区総計 12,270 16,805 29,075 3,290 340 100 145 7,244 11,503 15,512

福岡教区　現勢報告　2017 年（2017 年 1 月～ 12 月）



＜コラムについて＞

　2018 年 10 月、第 15 回世界代表司教会議（シノドス）

が「若者、信仰、そして召命の識別」というテーマで開催

される。2017 年 5 月 25 日付で「準備文書」が発表された。

今年 3 月 19 日～ 24 日には世界からおよそ 300 人の若者

たちの参加のもと、準備会議がローマで開かれた。インター

ネットメディア、ＳＮＳを利用した若者へのアンケートや

情報発信など、教会は若者の声を中心に、シノドスを進め

ようとしている。本コラムではシノドスのテーマに沿って、

若者の声や、シノドス関連の文書の内容を紹介していき

たい。シノドス事務局ウェブサイト http://www.synod2018.

va/content/synod2018/en.html
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☆
「
山
の
教
会
」・「
海
の
教
会
」

の
誕
生 

─
長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
信

徒
の
移
住
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

叶
堂
隆
三 

著

　　
長
崎
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
は
明

治
以
後
を
ど
の
よ
う
に
生
き
、
信

仰
を
深
め
た
の
か
。
開
拓
移
住
地

に
教
会
を
設
立
し
た
集
落
や
地
区

の
信
徒
の
思
い
、
外
部
社
会
の
信

仰
の
制
度
化
へ
の
関
与
、
移
住
地

の
都
市
化
に
伴
う
信
徒
層
の
分
節

化
と
新
た
な
教
会
の
派
生
な
ど
の

状
況
を
、
社
会
学
の
視
点
か
ら
解

明
し
よ
う
と
す
る
。本
書
を
通
し
、

日
本
で
の
カ
ト
リ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
形
成
と
変
容
を
紐
解
く

こ
と
に
よ
り
、
現
代
社
会
で
の
信

仰
共
同
体
の
構
築
に
示
唆
が
与
え

ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

九
州
大
学
出
版
会
発
行

価
格
３
８
０
０
円
＋
税

　
　
　
　
◇
　
◇
　
◇

☆
使
徒
言
行
録
を
読
む

京
都
司
教
区
聖
書
委
員
会
編

　
エ
ル
サ
レ
ム
で
の
初
代
教
会
、

ペ
ト
ロ
や
パ
ウ
ロ
の
宣
教
を
通
し

て
使
徒
言
行
録
の
主
人
公
が
聖
霊

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
く
。
使
徒
言
行
録
を
深
め

る
た
め
の
必
携
の
講
話
集
。

サ
ン
パ
ウ
ロ
発
行

税
込
価
格
１
５
１
２
円

２
０
１
８
年
度　

福
岡
コ
レ
ジ
オ
入
学
式

総合建築業
・一般住宅（新築・改築工事）
・鉄骨工事　　　・ＲＣ工事

建築の事なら何でもお気軽にご相談ください

有限
会社 森山工務店

ヨゼフ　森山新太郎

福岡市早良区四箇1丁目15番28号
☎（092）811−7265

福岡プライマリケア訪問看護ステーション

自宅で療養されている方、在宅で看取りたい
方 ､ 精神障害の方など ､ 病気について、介護
方法について専門的指導や援助が必要な方は
ご相談ください ｡
費用は医療 ､ 介護保険でのご利用になります。

春日市天神山 7-91　TEL&FAX 092-517-6313
福岡プライマリケア株式会社　代表 : エリザベト熊谷

キ
リ
ス
ト
を
知
り
、
生
き
る

教
区
宣
教
委
員
会
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
部　

講
演
会

カ
ル
ト
宗
教
の
実
態
と
教
会
の
課
題

司
祭
の
生
き
方
に
対
す
る
幸
せ

福
岡
教
区
司
祭　

金
キ
ム

貞
ジ
ョ
ン

根
グ
ン

　「
行
く
末
を
主
に
委
ね
、
主
に

寄
り
頼
め
」(

詩
編
37
・ 

５) 

と

い
う
聖
句
を
も
っ
て
司
祭
に
叙
階

さ
れ
、
今
村•

本
郷
教
会
の
協
働

司
祭
と
し
て
任
命
さ
れ
、
司
祭
生

活
を
過
ご
し
て
早
や
一
年
が
経
ち

ま
し
た
。
主
任
司
祭
の
竹
森
神
父

様
の
温
か
い
ご
指
導
を
通
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
顧
み
た
時
、

一
番
深
く
感
じ
た
の
は
、「
司
祭

と
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
ど
れ

ほ
ど
幸
せ
か
」
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
そ
れ
は
、
神
聖
な
祭
儀
で
あ

る
ミ
サ
を
執
り
行
う
こ
と
が
で
き

る
こ
と
、
そ
し
て
、
ゆ
る
し
の
秘

跡
を
通
じ
て
信
仰
を
持
つ
者
と
慈

し
み
深
い
神
様
と
の
霊
的
な
関
係

を
つ
な
ぐ
仲
介
者
の
役
割
を
す
る

な
ど
、
司
祭
と
し
て
の
役
割
を
忠

実
に
果
た
す
こ
と
が
神
様
か
ら
頂

い
た
恵
み
で
あ
っ
た
と
思
う
か
ら

で
す
。
ま
た
、
様
々
な
人
に
近

寄
っ
て
、
愛
の
恵
み
を
施
し
て
く

だ
さ
っ
た
イ
エ
ス
様
の
模
範
的
な

姿
を
見
倣
い
、
今
村
教
会
の
周
り

に
あ
る
特
養
、
養
護
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
そ
し
て
、
保
育
園
な
ど

の
施
設
を
訪
問
し
て
歌
の
交
流

会
、
面
会
、
話
し
合
い
な
ど
を
通

し
て
、
そ
れ
な
り
に
イ
エ
ス
様
の

慈
し
み
と
愛
を
伝
え
る
た
め
に
最

善
を
尽
く
し
た
一
年
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
初
心
を
忘
れ
ず
に
、
神

様
に
す
べ
て
を
委
ね
て
温
か
い
気

持
ち
で
司
祭
の
道
を
歩
ん
で
い
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
足
り
な
い
私
の
た
め
に
お
祈

り
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
原
稿
は
４
０
０
字
以
内
　

◆
投
稿
先
：
福
岡
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
館
　
教
区
報
係
り
宛

    
F
A
X
0
9
2
･
5
2
3
･
2
1
5
2

    

メ
ー
ル c

d
f-k

o
u
h
o
u
@

n
ifty

.c
o
m

第
35
回
福
岡
地
区
カ
ト
リ
ッ
ク
女
性
の
会
総
会

「
絆
」
～
主
よ
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
？
～

「カルトはあなたのすぐ側に」講演会の様子

　「
カ
ル
ト
の
動
き
は
、
福
岡
県

内
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
や
教
会
で

も
多
く
検
知
さ
れ
、
と
て
も
身
近

な
存
在
で
す
」
と
講
師
の
岩
崎
一

宏
牧
師
（
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟

枝
光
キ
リ
ス
ト
教
会
）
は
語
る
。

　
４
月
22
日
（
日
）、
大
名
町
教

会
に
て
講
演
会
「
カ
ル
ト
『
新
天

地
』
に
つ
い
て
―
カ
ル
ト
宗
教
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
」
が
教
区

宣
教
委
員
会
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
部

主
催
で
行
わ
れ
、
約
１
０
０
人
が

参
加
し
た
。
岩
崎
牧
師
は
カ
ル
ト

の
被
害
者
の
救
済
や
カ
ル
ト
問
題

に
つ
い
て
の
啓
発
活
動
を
25
年
ほ

ど
前
か
ら
行
っ
て
い
る
。

　
岩
崎
師
は
、
カ
ル
ト
は
異
端
問

題
で
は
な
く
「
法
律
上
、
社
会
秩

序
上
、
人
権
上
、
明
ら
か
な
逸
脱

が
あ
る
団
体
」
で
あ
る
と
述
べ
、

宗
教
カ
ル
ト
に
よ
る
マ
イ
ン
ド
・

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
詐
欺
的
・
強
迫

的
勧
誘
と
教
化
、
信
者
へ
の
性

的
・
精
神
的
虐
待
等
の
問
題
を
指

摘
。
被
害
者
が
加
害
者
と
な
っ
て

い
く
問
題
の
複
雑
さ
も
あ
る
。
キ

リ
ス
ト
教
系
カ
ル
ト
の
「
摂
理
」

「
世
界
平
和
家
庭
連
合
（
旧
統
一

教
会
）」「
新
天
地
」
等
を
例
に
挙

げ
、
活
動
の
実
態
と
被
害
の
状
況

を
説
明
し
た
。
平
和
運
動
家
を
名

乗
っ
て
巧
み
に
教
会
に
入
り
込
む

事
例
も
紹
介
さ
れ
た
。

　
一
方
、
寂
し
さ
や
不
安
を
抱
え

た
若
者
や
高
齢
者
が
カ
ル
ト
の
被

害
者
に
な
る
こ
と
が
多
い
と
し
、

「
教
会
や
寺
は
何
を
し
て
い
た
の

か
」
と
既
存
の
宗
教
、
信
仰
者
が

自
ら
の
あ
り
方
を
問
う
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
、
と
語
っ
た
。

更
に「
自
分
た
ち
こ
そ
が
正
し
い
」

「
救
い
か
、
滅
び
か
、
と
い
う
よ

う
な
二
元
論
的
宣
教
」
等
の
姿
勢

は
「
教
会
の
カ
ル
ト
化
」
に
つ
な

が
る
と
も
指
摘
し
た
。

　
カ
ル
ト
を
予
防
す
る
に
は
、
カ

ル
ト
を
知
る
こ
と
が
大
切
だ
と
語

る
。
そ
し
て
、
カ
ル
ト
問
題
に
対

応
し
、
被
害
者
を
救
援
す
る
た
め

に
は
、
教
派
・
宗
派
を
超
え
た
連

携
、
弁
護
士
・
精
神
科
医
・
臨
床

心
理
士
な
ど
の
専
門
家
を
交
え
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
が
課
題
だ
と

い
う
。

　
質
疑
応
答
で
は
、
人
を
信
じ
、

つ
な
が
っ
て
生
き
る
事
を
大
切
に

す
る
信
仰
者
の
歩
み
と
、
カ
ル
ト

　
４
月
21
日
（
土
）、
大
名
町
教

会
に
お
い
て
第
35
回
福
岡
地
区

カ
ト
リ
ッ
ク
女
性
の
会
総
会
が

１
２
４
人
の
参
加
者
で
開
催
さ
れ

た
。
担
当
司
祭
サ
ト
ル
ニ
ノ
・
オ

チ
ョ
ア
神
父
（
イ
エ
ズ
ス
会
）
と

川
原
圭
子
会
長
（
笹
丘
教
会
）
の

挨
拶
か
ら
総
会
は
始
ま
っ
た
。

　
大
山
美
穂
子
議
長
（
浄
水
通

教
会
）
の
も
と
で
審
議
さ
れ
た

２
０
１
７
年
度
の
活
動
報
告
等
４

議
案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。
各

種
報
告
で
は
①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

モ
ニ
カ
（
栄
光
病
院
、
篠
栗
荘
、

富
の
里
に
お
け
る
奉
仕
活
動
）、

②
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
女
性
団
体
連

盟
、
③
福
島
家
族
支
援
実
行
委
員

会
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ

か
ら
実
り
あ
る
活
動
報
告
が
あ

り
、
活
動
へ
の
参
加
、
祈
り
の
支

え
、
支
援
金
協
力
等
の
呼
び
か
け

が
あ
っ
た
。

　
昼
食
を
囲
ん
だ
談
笑
の
後
、
平

野
哲
也
神
父
（
聖
ア
ウ
グ
ス
チ
ノ

修
道
会
）
よ
り
「
恵
み
を
生
き

る
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
っ
た
。

私
た
ち
の
存
在
は
恵
に
満
ち
て
お

り
、
恵
を
生
き
る
こ
と
は
“
あ
り

が
と
う
”
を
生
き
る
こ
と
、“
あ

り
が
と
う
”
で
私
た
ち
は
繋
が
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、
聖
書
の

み
こ
と
ば
や
経
験
に
も
と
づ
く
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
語
ら
れ
た
。

平
野
神
父
の
講
演
を
通
し
て
、「
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
？
」
を

２
０
１
８
年
度
の
活
動
テ
ー
マ
と

す
る
女
性
の
会
へ
の
示
唆
の
み
な

ら
ず
、
私
た
ち
の
生
き
方
そ
の
も

の
へ
の
手
が
か
り
を
得
た
。

　
最
後
に
宮
原
良
治
司
教
司
式
の

ミ
サ
が
行
わ
れ
、
い
た
だ
い
た
恵

に
感
謝
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
や

生
活
の
場
へ
と
送
り
出
さ
れ
た
。

（
報
告
＝
古
賀
教
会 

後
藤
田
遊
子
）

　
４
月
７
日
（
土
）、
福
岡
コ
レ

ジ
オ
（
カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
教
会
管

区
司
祭
志
願
院
）
に
て
、
入
学
式

が
行
わ
れ
た
。
院
長
の
森
山
信
三

神
父
（
福
岡
教
区
）
と
副
院
長
の

Ｓ
・
オ
チ
ョ
ア
神
父
（
イ
エ
ズ
ス

会
）、
コ
レ
ジ
オ
で
奉
仕
す
る
お

告
げ
の
マ
リ
ア
修
道
会
の
３
人
の

シ
ス
タ
ー
に
見
守
ら
れ
、
新
入
生

と
在
校
生
が
そ
れ
ぞ
れ
司
祭
志
願

者
と
し
て
歩
む
こ
と
を
誓
っ
た
。

　
森
山
神
父
は
「
キ
リ
ス
ト
の
弟

子
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
を
良
く
知

り
、生
き
て
く
だ
さ
い
」
と
語
り
、

学
び
と
体
験
、
共
同
生
活
の
大
切

さ
を
学
生
ら
に
伝
え
た
。

　
在
校
生
代
表
は
「
神
が
見
え
な

く
な
っ
て
も
、
神
は
い
つ
も
そ
こ

に
い
ま
す
。
共
に
支
え
な
が
ら
コ

レ
ジ
オ
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
」

と
新
入
生
を
歓
迎
し
た
。

　
今
年
度
の
福
岡
コ
レ
ジ
オ
在
籍

者
は
以
下
の
８
人
。（ 

）
内
は
教

区
名
と
学
年
。
吉
浦
勲
（
福
岡
・

大
学
４
年
）、
窄
口
歩
（
長
崎
・

大
学
４
年
）、
池
田
悠
輝
（
長
崎
・

大
学
４
年
）、
吉
原
祐
則
（
長
崎
・

専
門
学
校
２
年
）、萩
原
篤
志
（
福

岡
・
短
大
１
年
）、森
翔
真
（
長
崎
・

大
学
１
年
）、
廣
田
学
（
長
崎
）、

キ
ム
・
ゴ
ン
（
大
分
・
日
本
語
学

校
）。

福岡コレジオの聖堂で行われた入学式

へ
の
警
戒
心
の
狭
間
で
戸
惑
う
声

が
あ
が
っ
た
。
岩
崎
師
は
「
一
個

人
と
し
て
、
ど
ん
な
人
と
も
良
い

関
わ
り
を
保
つ
こ
と
は
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
組
織
と
し

て
『
カ
ル
ト
は
容
認
で
き
な
い
』

と
明
確
に
対
応
す
る
こ
と
が
肝
要

で
す
」
と
応
え
た
。

「若者、信仰、そして召命の識別」①
皆さんの声を聴かせてください

　先日、青年の集りで「今、復活
したイエスに出会ったら、何を聞
きたい？何をしたい？」をテーマ
に分かち合った。ある社会人青年
は「イエスは大酒飲みだったと聞
いているので、お酒をイエスに飲
ませて、酔わせて、地上での生活で実はここが大変だっ
た～、みたいな苦労話を聞きたい。語り合いたい」と。
青年女子からは「ただ、ギュッとハグしてほしい」との
答えも。別の折、ある青年は言った。「教会に行ったら、
日常のことや将来のことを聞いてくる（尋ねる）大人は
いるけど、私のことを聴いてもらえる感じがしない。」
　青年は語り合うことのできる場、耳を傾けてくれる同
伴者、存在を受容・肯定してくれる環境を求めているよ
うだ。シノドス準備文書の発表の際に、教皇フランシス
コは「若者への手紙」を記した。教皇は次のように述べる。

「教会もまた、皆さんの声、感受性、信仰、そして皆さん
の疑いや批判に耳を傾けたいと望んでいます。皆さんの
声を聴かせてください。その声を、共同体の中で響きわ
たらせ、司牧者たちに聴かせてください。」「兄弟である
司教の皆さんとわたしは、さらにいっそう『あなたがた
の喜びのために協力し』（２コリント 1・24）たいと望ん
でいます。」
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神のいつくしみを
さらに生き、広めよう!年間目標

第52回「世界広報の日」教皇メッセージ
「真理はあなたたちを自由にする」（ヨハネ8・32）

フェイクニュースと平和的ジャーナリズム
　5月6日の「世界広報の日」にあたり、フランシス
コ教皇はメッセージを発表し、「真理をこのメッセー
ジのテーマにし…フェイクニュースが広がるのを食
い止め、ジャーナリズムの重要性を再発見し、真理
の伝達における各個人の責任を再び見いだすために
皆が協力できるよう貢献したい」と述べている。メッ
セージの全文はカトリック中央協議会のホームペー
ジで読むことができます。

　福岡教区情報センターでは 2018 ～ 19 年度、インター
ネットメディアによる宣教・広報活動を充実させるため
に、プロジェクトチームを立ち上げ、企画推進していくこ
とが決定されました。今後、教区民の皆さまに、様々な形
での協力をお願いすると思いますが、どうぞよろしくお願
い致します。献金でのご支援もよろしくお願い致します。

北九州地区信徒使徒職協議会主催　典礼研修会

日　時：5 月 13 日（日）14 時から
場　所：カトリック小倉教会
講　師：十時 伸治 神父（武雄・多久教会主任司祭）
テーマ：ミサについて

問合せ： ☎０９３・８７１・３０１９　江夏神父（戸畑教会）

感謝！美野島司牧センター　新築祝賀式

「福岡教区ハンドブック2018」が発行されました。
各小教区でお受け取りの上、ご活用ください。

　皆様のお祈りと献金に支えられ、無事に「美野島司牧
センター」が落成し、センターにて活動を再開しました。
下記の通り、新築祝賀式が行われます。
日　時：5 月 13 日（日）　午前 11 時より

場　所：美野島司牧センター（福岡市博多区美野島 2-5-31）

結婚準備セミナー（福岡・熊本地区）
＜福岡地区＞

日　時：5 月 12 日～6 月 9 日　
		  毎土曜日　18 時半～20 時半
場　所：カトリック大名町教会
問合せ： ☎０９２・７４１・３６８７

＜熊本地区＞
日　時：5 月 12 日～6 月 9 日　
		  毎土曜日　19 時～21 時半
場　所：カトリック手取教会
問合せ：☎０９６・３５２・３０３０

※参加費：カップルで10,000円（カップルでの参加が原則）

佐賀地区宣教司牧評議会主催　信徒研修会

日　時：5 月 27 日（日）13 時から
場　所：カトリック佐賀教会　聖堂
講　師：森山 信三 神父（福岡コレジオ院長）
テーマ：神のいつくしみとわたしたちの応えかた
	 ～神のいつくしみをさらに生き、広めよう～

問合せ： ☎０９５２・２３・４７５４　佐賀教会

震災被災者支援室より　6月10日 (日 ) Let's田植え！
今年も熊本地震被災地支援・交流の田植えを行い
ます。詳細は追ってお知らせします。

案　内　板　　会合と催し ５ 月のこよみ

カテドラルでのゆるしの秘跡
　日　時：5月5日、19日、6月2日、16日
　　　　　10時～11時45分
　場　所：カトリック大名町教会小聖堂

※祈りの集い

年間テーマ：優れた祈りを手本にして

日　　　時：5月10日（木）10時～15時

内　　　容：「サルベ・レジナ」

指　導　者：フランコ・ソットコルノラ神父（真命山院長）

問合わせ先：真命山諸宗教対話・霊性交流センター

次　　　回：6月14日（木）聖心の連願

☎0968・85・3100　　 0968・85・3186

熊本県玉名郡和水町蜻浦1391-7・E-mail  shinmeizan@gmail.com 

真命山諸宗教対話・霊性交流センター

  1日（火）	 長崎教会管区司教会議
  3日（木）	 クルシリヨ（～ 5日）　憲法記念日
  4日（金）	 初金ミサ・サーリスの集い　みどりの日

  5日（土）	 クルシリヨ講話・派遣ミサ　子どもの日

  6日（日）	 復活節第６主日　世界広報の日　
	 貧しい協働体ミサ †E.デイキン（2005年 人吉教会）
  7日（月）	 †トマス須賀澤公男（2016年）
  8日（火）	 教区幼児教育連盟園長会
  9日（水）	 八幡カトリック幼稚園保護者会講話
	 諸宗教部門会議
10日（木）	 常任司教委員会
13日（日）	 主の昇天　美野島司牧センター新築祝賀式
	 †R.ハー（2013年 古賀・光丘教会）
14日（月）	 西日本司祭団親睦ソフトボール大会
	 †J.フィネティ（2001年 美野島）
15日（火）	 司祭評議会・教区本部会議・責任役員会
16日（水）	 †ﾐｶｴﾙ中浜一男（2005年 浄水通教会・事務局長）
19日（土）	 鳥栖カトリック幼稚園落成祝福式
20日（日）	 聖霊降臨の主日　菊地・山鹿教会堅信式
21日（月）	 教会の母聖マリア
25日（金）	 †L.グロージャン（2006年 八王子）
27日（日）	 三位一体の主日　佐賀地区宣教司牧評議会研修会

29日（火）	 司教顧問会議・（宗法）幼稚園園長会
30日（水）	 ロザリオの園創立50周年・増築落成の感謝ミサ
31日（木）	 日本カトリック保育協会開会ミサ

【6月】
  1日（金）	 初金ミサ・サーリスの集い
  2日（土）	 †ﾖｾﾌ松永久次郎司教（2006年）
  3日（日）	 キリストの聖体　福者アダム荒川殉教祈念祭
	 †V.マテオ（2002年 黙想の家）

    ■ゴチックは司教日程

5月3日（木）～ 5日（土）　クルシリヨ
   5日（土）            ロザリオの集い
　12日（土）～13日（日）　月例黙想会（募集中）
　19日（土）～26日（土） 奉献生活者のための黙想会（募集中）
　26日（土）～27日（日） 後援会黙想会
　29日（火）～30日（水） やすらぎ会

6月9日（土）～10日（日）　月例黙想会（募集中）
　17日（日）～18日（月）	 聖マリア在俗会 
　23日（土）～30日（土） 奉献生活者のための黙想会（募集中）

※お電話またはメールでお問合せください。
＊宗像市名残1056-1　☎ 0940・32・3222   0940・32・3385

  　　　　  Email: f-mokuso@fmokuso.com

福岡黙想の家ご案内　５・６月
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使徒パウロ宣教の地ギリシャ巡礼 9 日間

期　間：2018 年 8 月 16 日（木）～ 24 日（金）

旅行代金：４６９，０００円

同行司祭：下町豊重神父（佐賀教会）

　　　　　青木悟神父（福岡教区事務局）

最小催行人員：20 名様予定（最大 25 名様）

問合せ・申込み：（株）阪急交通社　九州団体支店

☎０９２・７６１・８８３３担当 武市・宮原


